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酒田港港湾計画改訂の方針

北港地区

本港地区

外港地区

酒田港港湾利用のゾーニング

凡例

物流機能空間

リサイクル機能空間

賑わい空間

防災機能空間

【物流】
１．貨物特性に対応した効率的な輸送確保
２．静穏度の確保
３．臨港交通体系の強化
【交流・環境】
４．親水空間の確保
【安全】
５．小型船だまりの確保
６．防災機能の拡充

２



【物流】 １．貨物特性に対応した効率的な輸送確保

外港地区

（-7.5m）390m

（-14m）280m（耐震岸壁）

（-14m）280m暫定（-13m）供用中

高砂ふ頭1号岸壁
大型船によるダイレクト輸送対
応の岸壁（既定計画）
（耐震強化は今回計画）
（-14m）280m

宮海ふ頭6号岸壁
循環資源の搬出入岸壁
（今回計画）
（-10m）170m

北港地区 宮海ふ頭7号岸壁
RORO船対応の岸壁
（今回計画）
（-10m）240m

（-12m）240m（耐震岸壁）

（計画の削除）

（-10m）170m（耐震岸壁）

（計画の削除）

凡例

― 今回計画
― 既定計画

【対応】
・外港地区に-14m岸壁を位置付け、大型船に対応

・北港地区に循環資源貨物の搬出入のための岸壁を
計画
・北港地区にRORO船対応の岸壁を計画

【背景・要請】
・大型船による穀物、原塩のダイレクト輸送
・北港へのリサイクル関連企業の進出傾向
・内貿ユニットロード輸送への対応

（-10m）170m
暫定（-7.5m）供用中

３

「木くず」積込み状況 ＲＯＲＯ船



【物流】 ２．静穏度の確保

凡例
今回計画
既定計画

静穏度の確保

安全な航行の確保

第二北防波堤（既定計画）
延長1,900m
（既設1,058m）

第二北防波堤ハネ部
延長150m（今回計画）

北防波堤（既定計画）
延長200m撤去

南防波堤（既定計画）
延長2,048m
（既設1,908m）

【背景・要請】
・長周期波に対する港内静穏度の確保
・北防波堤船通し部から進入する「うね
り」による航行障害
・本港港口部における安全な船舶航行

【対応】
・第二北防波堤、南防波堤の延伸による長周期波に対
する港内静穏度の確保
・第二北防波堤ハネ部の延伸による安全な航行の確保
・北防波堤撤去による本港港口部の安全な航行の確保

北防波堤船通し部

××

４

荷役障害等発生状況(H15.12～H16.3)

１８２２６１４計

１１０１H16.03

５５１２H16.02

３７２６H16.01

９９３５H15.12

出港障害入港障害ロープ切断荷役障害年 月

北防波堤

第二北防波堤
（船通し部）

うねりの進入

船通し部からのうねり進入状況



【物流】 ３．臨港交通体系の強化

外港地区

北港地区

( )

臨港道路酒田臨海１号線
(今回計画)

国道７号

国道112号

臨港道路南浜線

臨港道路酒田臨海２号線
(今回計画)

臨港道路宮海線
（暫定２車線供用中）

臨港道路大浜宮海線
（暫定２車線供用中）

臨港道路外港埠頭線
（暫定２車線供用中）

【対応】
・北港工業用地内における円滑な交通体系を確
保
・新規の臨港道路を計画し、公共埠頭と幹線道路
を結節することで、物流の円滑化を図る。

【背景･要請】
・リサイクル企業立地による北港工業用地の活性
化
・北港地区への循環資源貨物の集約と、内貿ユ
ニットロード貨物取扱いへの対応

××××××××××××

×
×
×

×

既定計画（未着手）

凡例

既設（工事中含む）

今回計画

５



大浜埠頭緑地 3.2ha

袖岡埠頭緑地(2) 0.9ha

袖岡埠頭緑地(1) 2.8ha

【交流・環境】 ４．親水空間の確保

今回計画
既定計画

【背景･要請】
・市民のウォーターフロントへの親しみやすい空
間不足

【対応】
・景観、防災面等も考慮した親水空間を計
画

北港緑地 1.4ha

宮海埠頭緑地 1.7ha

外港緑地(1) 7.7ha
古湊埠頭緑地 0.5ha

北港地区

外港緑地(2) 3.3ha緑地配置図

本港地区

良好な景観を
形成する区域

６

外港地区



【安全】 ５．小型船だまりの確保

【対応】
・プレジャーボートの適切な保管を図り、親水空間と
して海洋性レクリエーション機能と親水機能を本港
地区へ集約

【背景･要請】
・港湾区域、河川において約300隻のプレ

ジャーボートが放置

外港地区 北港地区

本港地区

第２船だまり

漁船だまり

官公庁船だまり

漁船だまり

袖岡船だまり

作業船だまりの集約
（本港地区より）

大浜船だまり（工事中）

プレジャーボートの集約

凡 例

今回計画

既 設

７
放置艇（河川）



【安全】 ６．防災機能の拡充

【背景・要請】
・山形県地域防災計画において庄内平野東
縁地震が想定されており、緊急物資輸送に
対応する必要がある

【対応】
・宮海２号岸壁（既設）に加え新たに高砂１号岸壁を耐
震強化岸壁とし、背後を防災機能を果たせる緑地とし
て活用

外港地区

北港地区

（-7.5m）390m

（-14m）280m （既定計画）

（暫定-7.5m）170m

〈耐震強化岸壁〉
高砂１号岸壁

（-14m）280m （今回計画）

〈耐震強化岸壁〉
宮海２号岸壁

（-10m）170m （既設）
緑地（今回計画）

1.7ha

緑地（今回計画）
7.7ha

緑地（既設）
10.3ha

Ｒ112

（一）吹浦酒田線

（主）酒田松山線

（主）酒田港線 （一）生石酒田停車場線

（主）酒田港線

（一）吹浦酒田線

（臨）大浜袖岡線等

Ｒ112

（臨）宮海線

（臨）大浜宮海線

Ｒ７

一次緊急輸送道路

二次緊急輸送道路

凡 例

緊急輸送路網

８


